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準安定相の aragonite、さらに安定性の低い vaterite）をとる。Kawano et al. (2009) によると、60℃以上の
溶液合成により安定性の低いvaterite、aragoniteが晶出する。しかし一方で、Shönel and Mullin (1978, 1982)、
Möller and Rajagopalan (1976)、Gómez-Morales et al. (1996)が導出した 25℃での各相の表面エネルギーでは




2−の存在比（           ）を変化させて核形成
のための臨界過飽和度と出現相の変化を調べた。核形成のための駆動力の指標として、Ca2+と CO3
2−の活
量度積                を用いた。その結果、核形成に必要な lnIAP の値は           の変化に伴い変化
することが分かった。これは、各イオン種の臨界核への吸着頻度が異なることや、臨界核の表面状態が
変化することから説明できる。一方で、多形間の核形成の競合は、相の表面自由エネルギーの比に支配
されているため、多形の出現順序は           の値に影響を受けない。以上により、             である
ような一般の系において古典的核形成理論に基づく理論的考察を応用するための知識が得られた。 
 二つめの実験（Experiment 2）では、溶液の混合時間、濃度、温度を変化させて、出現する結晶がどの
ように時間変化するかを調べた。           の値は 1 に固定した。実験生成物から、低過飽和度の溶液か
らの晶出においては板状の vaterite 結晶が最初に出現し、また針状の aragonite結晶がその表面上に核形成
して放射状の多結晶体をつくることが確認された。この過程はエピタキシ媒介相転移であるといえる。





困難であることに留意すべきであろう。高過飽和度溶液から aragonite が核形成・成長した後、calcite の
単結晶が出現した。これは溶液濃度が充分降下した後の溶液媒介相転移の過程を観察したものと思われ
る。 
 Aragoniteの多結晶のうち、二つの aragonite単結晶が vaterite単結晶から伸びている結晶では、aragonite 
どうしが vateriteの結晶の対面に核形成して結晶学的に同じ方位になることが多かった。この傾向は不均
質核形成による格子の歪みの影響として説明される。さらに、このような aragonite単結晶のペアが vaterite
単結晶に何組か核形成し、貫入双晶を形成しているものも見られた。 
 本研究ではエピタキシ媒介相転移を提唱し、この相転移における安定相の出現プロセスを一般的に解
明するとともに、その実例を炭酸カルシウムにおいて初めて確認した。以上の理論および実験が示唆す
るのは、エピタキシ媒介相転移が擬双晶の成因の一つとして重要であるということだけでなく、単結晶・
多結晶を含むさまざまな結晶が、この相転移を経由して晶出した可能性をもつということである。 
